
Ⅰ
�
基
本
計
画
の
目
標
を
達
成
し
て
し
ま
っ
た
飼
料
用
米
？

1
�
飼
料
用
米
の
生
産
努
力
目
標

表
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
は
二
〇
二
一
年
産
（
実
績
）、

二
二
年
産
（
計
画
）
の
飼
料
用
米
の
生
産
状
況
を
二
〇
二
〇
年
の

基
本
計
画
に
基
づ
く
二
〇
三
〇
年
の
生
産
努
力
目
標
と
対
比
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
第
一
に
、二
〇
三
〇
年
の
作
付
面
積
目
標
九
・

七
万
ha
は
す
で
に
二
〇
二
一
年
に
一
一
・
六
万
ha
で
「
超
過
達

成
」
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
二
二
年
産
で
は
一
四
・
〇
万
ha

と
「
大
幅
な
超
過
」
を
実
現
し
て
い
る
。
第
二
に
、
七
〇
万
ト
ン

の
生
産
目
標
も
二
二
年
産
で
は
七
六
・
一
万
ト
ン
以
上
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
「
超
過
達
成
」
が
確
実
で
あ
る
。
だ
が
、

ど
こ
か
ら
も
「
計
画
達
成
万
歳
」
の
声
は
聞
こ
え
て
こ
な
い
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
第
三
に
、
二
一
年
産
の
単
収
実
績
は
こ
れ
ま
で
で
最

高
の
五
七
三
㎏
／
一
〇
ａ
に
達
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
三

〇
年
目
標
七
二
〇
㎏
を
大
き
く
下
回
る
八
〇
％
未
満
に
止
ま
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

問
題
は
単
に
単
収
水
準
が
低
い
と
い
う
こ
と
だ
け
に
あ
る
の
で

は
な
い
。
財
務
省
は
現
実
の
飼
料
用
米
生
産
が
主
食
用
米
の
転
用

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
高
額
の
「
水
田
活
用
の
直
接

支
払
交
付
金
」
が
投
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い

る（
1
）。
こ
う
し
た
批
判
の
下
で
農
水
省
は
多
収
品
種
�
飼
料
用

専
用
品
種
と
一
般
品
種
�
食
用
品
種
の
区
分
管
理
を
徹
底
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、
多
収
品
種
の
導
入
を
進
め
、
飼
料
用
米
の
高
単
収

実
現
と
国
産
濃
厚
飼
料
自
給
率
向
上
を
め
ざ
し
て
き
た
。
し
か

し
、
表
2
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
厳
し
い
現
実
が
立
ち
は
だ
か
っ
て

い
る
。

す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
多
収
品
種
割
合
は
二
〇
一
九
年
産
ま
で

は
徐
々
に
増
加
し
て
六
〇
％
に
ま
で
到
達
し
た
も
の
の
、
主
食
用

米
の
生
産
調
整
強
化
の
手
段
と
し
て
二
〇
二
一
〜
二
二
年
度
に
主

食
用
米
の
飼
料
用
米
転
用
が
強
力
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
三

七
％
に
ま
で
著
し
く
低
下
し
た
。
第
二
に
、
区
分
管
理
は
一
括
管

理
と
異
な
っ
て
、
飼
料
用
米
を
生
産
す
る
圃
場
を
区
別
す
る
こ
と

か
ら
、
多
収
品
種
の
作
付
拡
大
に
寄
与
す
る
こ
と
（
コ
ン
タ
ミ
防

止
も
含
め
て
）
が
期
待
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に
は
区
分
管
理
割

合
は
八
〇
〜
九
〇
％
と
高
い
水
準
で
停
滞
し
て
増
加
は
み
ら
れ

ず
、
多
収
品
種
割
合
の
増
加
と
の
関
連
も
明
確
で
は
な
い
。

そ
の
結
果
、
第
三
に
、
飼
料
用
米
は
全
体
と
し
て
の
単
収
が
水

稲
平
均
単
収
を
わ
ず
か
に
超
え
る
水
準
に
止
ま
り
、
高
単
収
の
独

自
の
転
作
作
物
�
濃
厚
飼
料
と
し
て
の
定
着
度
が
低
い
こ
と
が
問

題
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
一
四
年
か
ら
導
入
さ
れ

た
数
量
払
い
に
よ
る
増
収
刺
激
策
も
ほ
と
ん
ど
効
果
が
認
め
ら
れ

な
い
よ
う
に
み
え
る
。

2
�
水
田
の
畑
作
化
に
傾
斜
す
る
農
政
の
方
向
と
飼
料
用
米

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
農
水
省
は
一
方
で
は
二
〇
二
三
年
度
農

林
水
産
予
算
の
概
算
要
求
の
中
で
飼
料
用
米
に
対
す
る
直
接
支
払

に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
始
め
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
飼
料
用
米
か

ら
脱
却
し
、
野
菜
等
の
高
収
益
作
物
と
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
に
シ

求
め
ら
れ
る
飼
料
用
米
政
策
の
一
貫
性
と
持
続
性

―
生
産
・
流
通
現
場
の
実
態
か
ら
み
た
課
題

李

侖
美

谷
口
信
和

岐
阜
大
学
社
会
シ
ス
テ
ム
経
営
学
環
准
教
授

東
京
大
学
名
誉
教
授

表1 基本計画における飼料用米の消費見通しと生産努力目標

（注）1．2010年基本計画以降の計画目標と実績。
2．2022年の実績は新規需要米の計画ベースの数字。

（出所）基本計画および「米をめぐる関係資料」による。

表2 飼料用米における多収品種・区分管理の状況（全国）

（注）2022年産の単収のうち、飼料用米は計画認定によるものであり、水稲は10月15日現在の数字。
（出所）農水省農産局「飼料用米をめぐる情勢について」2022年11月による。

基本計画 ― 2010 ― ― 2015 2020
年産 2015 2020 2021 2022 2025 2030

生産努力目標
万トン

計画 ― 70 ― ― 110 70
実績 44．0 38．1 66．3 76．1 ― ―

作付面積
万ha

計画 ― ― ― ― 14．0 9．7
実績 8．0 7．1 11．6 14．2 ― ―

10ａあたり単収
㎏

計画 ― ― ― ― 759 720
実績 552 537 573 536 ― ―

年産 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022
多収品種割合％ 39 37 43 50 56 60 56 39 37
区分管理割合％ 80 75 80 83 88 89 89 78 80
飼料用米平均単収㎏／10ａ 554 555 558 549 538 539 539 575 536
水稲平均単収㎏／10ａ 536 531 544 534 529 528 531 539 537

������������������������� 農村と都市をむすぶ2023．1

２

求められる飼料用米政策の一貫性と持続性 生産・流通現場の実態からみた課題 ������

３



フ
ト
す
る
水
田
農
業
の
畑
地
化
・
高
収
益
化
推
進
に
本
格
的
な
舵

を
切
り
だ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る（
2
）。

前
者
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
産
地
交
付
金
で
二
〇
二
〇
年
産
か
ら

導
入
さ
れ
て
い
た
飼
料
用
米
の
複
数
年
（
三
年
以
上
）
契
約
に
対

す
る
追
加
支
援
が
二
二
年
産
ま
で
で
打
ち
切
ら
れ
て
い
る
の
に
加

え
て
、
二
三
年
産
か
ら
は
多
収
品
種
・
区
分
管
理
を
一
層
強
化
す

る
方
向
に
交
付
要
件
の
厳
格
化
が
図
ら
れ
る
公
算
が
高
い
（
こ
の

点
に
つ
い
て
は
Ⅱ
で
詳
し
く
検
討
す
る
）。

後
者
に
関
し
て
は
水
田
の
畑
地
化
を
通
じ
た
子
実
と
う
も
ろ
こ

し
の
推
進
は
飼
料
用
米
と
「
競
合
す
る
」
可
能
性
が
高
く
、
本
稿

に
お
け
る
主
た
る
関
心
事
項
と
な
る
。
既
存
の
畑
地
に
お
け
る
子

実
と
う
も
ろ
こ
し
生
産
に
よ
る
国
産
の
濃
厚
飼
料
自
給
率
向
上
の

方
針
自
体
に
は
全
く
異
論
が
な
い
。
問
題
は
こ
れ
が
も
っ
ぱ
ら
水

田
の
畑
地
化
を
通
じ
て
構
想
さ
れ
て
お
り
、
飼
料
用
米
に
代
替
す

る
よ
う
な
位
置
づ
け
が
与
え
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

子
実
と
う
も
ろ
こ
し
は
二
〇
一
八
年
度
当
初
予
算
で
戦
略
作
物

助
成
の
飼
料
作
物
の
一
環
に
組
み
込
ま
れ
、「
水
田
転
作
作
物
」

と
し
て
本
格
的
な
助
成
が
始
ま
っ
た
。
時
あ
た
か
も
主
食
用
米
に

お
い
て
国
が
関
与
し
た
「
生
産
調
整
」
が
廃
止
さ
れ
た
の
に
対
応

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
〇
一
九
年
度
当
初
予
算
で
は
新

設
さ
れ
た
産
地
交
付
金
の
高
収
益
作
物
等
拡
大
予
算
（
二
万
円
／

一
〇
ａ
）
に
高
収
益
作
物
（
園
芸
作
物
等
）
で
は
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
転
作
面
積
拡
大
」
の
旗
手
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
二
〇
年
度
当
初
予
算
で
は「
水
活
」

に
新
設
さ
れ
た
「
水
田
農
業
高
収
益
化
推
進
助
成
」
に
お
い
て
、

単
独
の
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
支
援
（
一
万
円
／
一
〇
ａ
）
に
加
え

て
、
一
回
限
り
で
あ
る
が
一
〇
・
五
万
円
／
一
〇
ａ
の
高
収
益
作

物
畑
地
化
支
援
（
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
に
よ
る
畑
地
化
の
取
り
組

み
支
援
）
を
園
芸
作
物
等
と
同
様
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
二
〇
一
九
年
一
二
月
に
「
農

林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
」
で
ま
と
め
ら
れ
た
「
農
業

生
産
基
盤
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
お
け
る
「
水
田
農
業
に
お
け
る

高
収
益
作
物
等
へ
の
転
換
」
に
対
応
し
て
二
〇
二
〇
年
度
当
初
予

算
で
設
け
ら
れ
た
「
水
田
農
業
高
収
益
化
推
進
計
画
（
都
道
府

県
）」
の
下
で
一
体
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
眼
目
は
水

田
の
畑
地
化
（
汎
用
化
は
畑
地
化
の
後
景
に
退
い
て
い
る
）
に
あ

り
、
上
述
の
よ
う
な
財
務
省
の
指
摘
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。

す
で
に
二
〇
二
二
年
度
の
第
二
次
補
正
予
算
で
は
、
①
子
実
用

と
も
ろ
こ
し
を
含
む
畑
作
物
に
対
す
る
畑
地
化
支
援
単
価
は
一
四

万
円
／
一
〇
ａ
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
②
定
着
促
進
支

援
と
し
て
一
〇
ａ
あ
た
り
二
万
円
を
五
年
間
ま
た
は
一
括
で
一
〇

万
円
が
交
付
さ
れ
る
ほ
か
、
③
二
〇
二
三
年
度
に
畑
地
化
に
取
り

組
む
約
束
を
し
た
農
業
者
に
対
し
て
、
畑
地
化
に
伴
っ
て
土
地
改

良
区
に
地
区
除
外
決
算
金
等
を
支
払
う
必
要
が
生
じ
た
場
合
、
上

限
二
五
万
円
／
一
〇
ａ
の
定
額
支
援
を
行
う
こ
と
な
ど
、
極
め
て

積
極
的
な
支
援
方
針
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
農
水
省
の
方
針
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
危
惧

が
あ
る
。
第
一
に
、
水
田
の
畑
地
化
を
前
面
に
掲
げ
る
農
業
振
興

策
は
二
〇
二
一
年
に
決
定
さ
れ
、
本
格
的
な
実
施
段
階
に
入
っ
た

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
通
じ
た
地
球
温
暖
化
対
策
と
整

合
的
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
の
食
料

シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
構
築
を
標
榜
す
る
み
ど
り
戦
略
は
水
田
農
業

の
限
り
な
い
可
能
性
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ

る（
3
）。
第
二
に
、
上
述
の
よ
う
な
飼
料
用
米
を
め
ぐ
る
厳
し
い

現
実
�
問
題
に
つ
い
て
、
農
水
省
の
包
括
的
な
検
討
が
な
さ
れ
た

と
は
い
い
が
た
い
状
態
で
、
安
直
に
国
産
濃
厚
飼
料
自
給
の
主
役

を
飼
料
用
米
か
ら
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
が
妥

当
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

本
稿
は
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
主
と
し
て
飼
料
用

米
生
産
・
流
通
の
先
進
地
の
事
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
第

二
の
問
題
に
接
近
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

Ⅱ
�
飼
料
用
米
作
付
先
進
地
域
の
岐
阜
養
鶏
の
実
態
か
ら

1
�
岐
阜
県
と
岐
阜
養
鶏
の
飼
料
用
米
生
産
・
流
通
の
地
位

岐
阜
県
は
水
田
率
が
高
く
（
七
六
・
六
％
）、
水
田
に
お
け
る

麦
・
大
豆
二
毛
作
率
が
四
〇
・
一
％
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
米

麦
二
毛
作
地
帯
」
に
属
し
て
い
る
。
水
田
面
積
に
対
す
る
飼
料
用

米
の
作
付
割
合
は
七
・
〇
％
で
、
栃
木
（
九
・
四
％
）、
茨
城
（
九

・
三
％
）、
青
森
（
七
・
二
％
）
に
次
い
で
全
国
で
四
番
目
に
高

い
飼
料
用
米
作
付
先
進
地
で
あ
る
。
本
稿
が
分
析
対
象
と
す
る
岐

阜
養
鶏
農
業
協
同
組
合
（
岐
阜
養
鶏
と
略
記
：
飼
料
用
米
の
買
取

・
販
売
業
者
、
詳
細
は
後
述
）
が
主
と
し
て
買
取
を
行
う
養
老
町

の
飼
料
用
米
作
付
割
合
は
さ
ら
に
高
く
二
三
・
八
％
に
達
し
て
お

り
、
飼
料
用
米
を
め
ぐ
る
問
題
状
況
を
検
討
す
る
上
で
は
格
好
の

地
域
で
あ
る
（
以
上
の
数
字
は
二
〇
二
〇
年
）。
ま
た
、
岐
阜
県

の
米
の
生
産
調
整
へ
の
対
応
を
み
る
と
、
二
〇
〇
九
〜
二
〇
年
ま

で
の
一
二
年
間
で
主
食
用
米
が
生
産
数
量
目
標
を
超
過
し
た
の
は

二
〇
一
四
年
だ
け
で
、
二
〇
一
八
年
の
生
産
調
整
見
直
し
に
伴
っ

て
東
北
や
北
陸
の
米
産
地
で
見
ら
れ
た
主
食
用
米
の
増
産
は
み
ら

れ
な
か
っ
た
。

表
3
に
飼
料
用
米
の
作
付
面
積
の
推
移
を
示
し
た
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
第
一
に
、
岐
阜
県
は
ほ
ぼ
全
国
的
な
動
向
に
準
ず
る
作
付

面
積
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
ま
で
順
調
に
増
加
し

た
も
の
の
、
生
産
調
整
見
直
し
に
と
も
な
っ
て
、
二
〇
二
〇
年
ま

で
減
少
に
転
じ
る
が
、
原
因
は
加
工
用
米
へ
の
シ
フ
ト
で
あ
っ

て
、
主
食
用
米
へ
の
復
帰
で
は
な
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
第
二

に
、
岐
阜
県
の
飼
料
用
米
作
付
の
一
／
四
〜
一
／
五
以
上
を
占
め

る
岐
阜
養
鶏
関
係
地
域
で
は
飼
料
用
米
作
付
面
積
は
全
国
・
岐
阜

県
と
比
較
す
れ
ば
緩
や
か
だ
が
安
定
的
な
増
加
傾
向
を
示
し
て
お

り
、
例
外
が
二
〇
二
〇
年
に
主
食
用
米
価
格
が
上
昇
し
た
と
き
で

あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
岐
阜
養
鶏
の
主
た
る
飼
料
用
米
買
付
地

������ 求められる飼料用米政策の一貫性と持続性 生産・流通現場の実態からみた課題

４

求められる飼料用米政策の一貫性と持続性 生産・流通現場の実態からみた課題 ������
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域
で
あ
る
養
老
町
（
岐
阜
養
鶏
関
係
の
飼
料
用
米
作
付
の
七
五
％

は
養
老
町
に
集
中
し
て
い
る
）
の
動
向
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
お

り
、
主
食
用
米
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
割
合
が
相
対
的
に
低
い
地

域
で
の
取
り
組
み
の
検
討
を
通
じ
て
上
述
の
課
題
に
接
近
す
る
こ

と
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
多
収
品
種
の
作
付
割
合
を
示
し
た
表
4
か
ら
、
第

一
に
、
飼
料
用
米
へ
の
取
り
組
み
が
盛
ん
で
あ
り
な
が
ら
、
全
国

と
比
べ
て
も
多
収
品
種
の
導
入
が
低
調
な
岐
阜
県
に
あ
っ
て
、
岐

阜
養
鶏
関
係
地
域
で
は
多
収
品
種
割
合
が
極
め
て
高
く
、
飼
料
用

米
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
し
か
し
、

第
二
に
、
二
〇
一
四
年
に
数
量
払
い
が
導
入
さ
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
二
〇
一
八
年
に
か
け
て
、
多
収
品
種
割
合
が
著
し
く
低
下

し
、
そ
の
後
再
び
増
加
す
る
特
異
な
動
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
岐
阜
養
鶏
の
取
り
組
み
と
実
績
の
中
に

飼
料
用
米
の
課
題
の
解
決
を
め
ぐ
る
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
表
5
に
よ
っ
て
、
飼
料
用
米
（
玄
米
）
の
単
収
水
準

を
み
て
お
き
た
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
岐
阜
県
は
全
国

平
均
を
常
に
一
〇
％
超
下
回
る
低
単
収
地
帯
と
い
え
る（
4
）。
第

二
に
、
岐
阜
養
鶏
関
係
地
域
は
上
述
の
よ
う
に
多
収
品
種
割
合
が

著
し
く
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
単
収
は
県
平
均
と
比
べ
て
決
し

て
高
い
と
は
い
え
な
い
。
二
〇
一
四
〜
二
一
年
の
実
績
平
均
を
み

る
と
県
の
四
七
三
㎏
に
対
し
て
、
岐
阜
養
鶏
関
係
地
域
は
四
七
一

㎏
で
あ
っ
て
、
わ
ず
か
で
は
あ
れ
下
回
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
第

三
に
、
同
地
域
は
二
〇
一
四
年
に
は
五
〇
九
㎏
で
県
平
均
を
二
三

㎏
（
四
・
一
％
）
上
回
っ
て
い
た
が
、
二
〇
一
七
年
に
は
四
〇
三

㎏
ま
で
激
減
し
て
県
平
均
を
七
二
㎏
（
一
五
・
二
％
）
下
回
る
顕

著
な
減
少
傾
向
を
示
す
一
方
、
二
〇
一
八
年
以
降
は
増
加
傾
向
を

示
し（
5
）、
二
〇
二
一
年
に
は
県
平
均
を
三
六
㎏
（
七
・
四
％
）

上
回
る
五
二
一
㎏
に
達
す
る
と
と
も
に
、
暫
定
値
だ
が
二
〇
二
二

年
産
の
北
陸
一
九
三
号
は
六
〇
〇
㎏
に
達
し
た
模
様
で
あ
る
。
こ

の
特
異
な
動
き
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
こ
の
原
因
を
探
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

2
�
岐
阜
養
鶏
の
飼
料
用
米
取
組
ス
キ
ー
ム

岐
阜
養
鶏
は
国
産
鶏
の「
純
国
産
鶏
さ
く
ら
」「
純
国
産
鶏
も
み

じ
」を
育
種
し
、
初
生
雛
を
供
給
す
る
株
式
会
社
後
藤
孵
卵
場（
6
）

の
姉
妹
会
社
で
あ
る
。
後
藤
孵
卵
場
に
種
卵
を
共
同
供
給
す
る
種

鶏
農
場
の
農
業
協
同
組
合
で
あ
り
（
直
営
種
鶏
場
も
有
し
て
い

る
）、
飼
料
共
同
購
入
組
織
と
し
て
一
九
五
〇
年
に
創
業
さ
れ
、

国
産
鶏
と
国
産
飼
料
の
普
及
を
推
進
し
て
き
た
。
現
在
は
岐
阜
県

の
各
務
原
市
に
立
地
し
て
い
る
。
後
藤
孵
卵
場
は
自
家
育
成
・
自

家
配
合
・
自
家
販
売
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
養
鶏
経
営
の
普
及
を
め

ざ
し
て
き
た
た
め
、
顧
客
層
と
な
る
種
鶏
経
営
や
採
卵
鶏
経
営
は

飼
料
の
自
家
配
合
設
備
を
保
有
し
た
養
鶏
場
が
多
く
、
飼
料
用
米

の
生
産
・
利
用
・
消
費
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
た（
7
）。

表3 飼料用米作付面積の推移表4 飼料用米作付面積に占める多収（専用）品種割合の推移（％）

（注）全国と岐阜県の多収（専用）品種には地方農政局長特認の食用米品種（高単収）を含む
が、岐阜養鶏の資料では除いている。

（出所）農水省農産局「飼料用米をめぐる情勢」2022年11月、農水省「米をめぐる関係資料」
および岐阜養鶏の資料による。

表5 全国～岐阜養鶏管内での飼料用米単収（玄米：㎏／10ａ）の推移

（注）2022年産は計画認定に関する数字であり、実績ではない。
（出所）農水省「新規需要米の取組」における各年産の統計および岐阜養鶏の資料に基づいて

算出した。

（注）取組計画の認定面積。2022年産の全国生産量は計画ベース。
（出所）農水省「新規需要米等の用途別作付・生産状況の推移（平成20年産～令和4年産）」、

同「米をめぐる状況について」各年版及び岐阜養鶏の資料による。

年産
作付面積 ha 飼料用米

全国生産量
トン全国 岐阜県 岐阜養鶏 うち養老町 うち7市

2014 33，881 1，075 425 310 115 186，564

2015 79，766 2，436 538 404 134 440，066

2016 91，169 2，900 619 464 155 505，998

2017 91，510 3，047 648 487 161 499，499

2018 79，535 2，347 655 492 163 426，521

2019 72，509 2，336 664 512 152 389，264

2020 70，883 2，271 626 469 157 380，502

2021 115，744 3，009 734 551 183 662，724

2022 142，055 3，712 816 601 215 761，429

年産 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022
全国 39 37 43 50 56 60 56 39 37
岐阜県 27 33 39 37 30 27
岐阜養鶏 90 89 88 86 58 64 70 73 71

年産 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022
全国 554 555 558 549 538 539 539 575 536
岐阜県 486 487 487 475 461 472 431 485 473
岐阜養鶏 509 486 478 403 466 482 424 521 462

������ 求められる飼料用米政策の一貫性と持続性 生産・流通現場の実態からみた課題

６

求められる飼料用米政策の一貫性と持続性 生産・流通現場の実態からみた課題 ������
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そ
こ
で
、
表
6
に
岐
阜
県
内
に
お
け
る
三
つ
の
飼
料
用
米
取
組

ス
キ
ー
ム
を
示
し
た
。
最
も
重
要
な
差
違
は
飼
料
用
米
の
生
産
・

流
通
の
範
囲
�
地
域
と
そ
れ
に
対
応
し
た
生
籾
・
籾
米
・
玄
米
と

い
う
商
品
形
態
の
差
違
で
あ
る
。
飼
料
用
米
生
産
者
と
実
需
者
た

る
畜
産
経
営
の
地
理
的
な
賦
存
状
態
（
飼
料
用
米
に
お
け
る
需
給

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
）
に
大
き
な
地
域
差
が
存
在
し
て
い
る
現
実
を
直

視
す
れ
ば
、
ど
れ
か
一
つ
の
ス
キ
ー
ム
に
決
定
的
な
優
位
性
が
あ

る
と
は
い
え
な
い
が
、
不
正
流
通
が
し
に
く
く
、
害
虫
発
生
防
止

効
果
が
大
き
い
上
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
貢
献
す
る
常
温
貯
蔵
・
流

通
が
可
能
な
籾
米
に
よ
る
岐
阜
養
鶏
方
式
の
意
義
が
も
っ
と
評
価

さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か（
8
）。

地
域
ス
キ
ー
ム
は
地
域
内
の
耕
種
経
営
と
畜
産
経
営
が
直
接
取

引
（
二
者
契
約
）
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
商
品
形
態

を
自
由
に
選
択
で
き
る
ほ
か
流
通
費
用
も
比
較
的
低
く
抑
え
ら
れ

る
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
が
、
事
務
手
続
き
を
耕
種
経
営
や
畜
産
経

営
が
自
ら
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
上
に
、
供
給
量
と
需
要
量
が
一
致

し
な
い
こ
と
が
最
大
の
難
点
で
あ
る
。

岐
阜
養
鶏
ス
キ
ー
ム
は
、
岐
阜
養
鶏
が
県
内
の
飼
料
用
米
生
産

者
か
ら
籾
米
を
買
い
取
り
、
畜
産
経
営
や
飼
料
会
社
へ
販
売
す
る

タ
イ
プ
で
（
二
つ
の
二
者
契
約
を
岐
阜
養
鶏
が
締
結
）（
9
）、
事
務

手
続
き
・
需
給
調
整
・
代
金
決
済
を
岐
阜
養
鶏
が
一
括
し
て
行
っ

て
い
る
。
た
だ
し
、
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
ど
の

生
産
者
の
飼
料
用
米
が
ど
の
実
需
者
へ
出
荷
さ
れ
た
の
か
が
報
告

さ
れ
、
生
産
者
と
実
需
者
の
「
顔
が
見
え
る
仕
組
み
」
が
採
用
さ

れ
て
い
て
、
積
極
的
に
耕
畜
連
携
を
推
進
し
て
い
る
。

全
農
ス
キ
ー
ム
は
、県
内
の
Ｊ
Ａ
か
ら
集
荷
し
た
飼
料
用
米（
玄

米
）
を
全
農
が
飼
料
会
社
に
広
域
販
売
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
た

め
、
事
務
手
続
き
・
需
給
調
整
・
代
金
決
済
は
全
農
・
農
協
が
行

う
点
は
岐
阜
養
鶏
と
同
じ
で
あ
る
（
代
金
回
収
が
遅
い
）。
た
だ

し
、
主
食
用
米
の
流
通
ル
ー
ト
と
基
本
的
に
同
じ
た
め
主
食
用
米

の
転
用
が
可
能
と
い
う
事
情
が
存
在
し
て
い
る
ほ
か
、
耕
畜
連
携

と
い
っ
た
「
顔
が
見
え
る
」
関
係
の
構
築
が
容
易
で
は
な
い
と
い

う
弱
点
を
有
し
て
い
る
。

表
7
に
岐
阜
養
鶏
の
飼
料
用
米
取
引
基
準
を
示
し
た
。
岐
阜
養

鶏
で
は
四
月
に
翌
年
の
購
入
希
望
数
量
の
予
約
・
確
定
、
六
月
に

契
約
書
・
誓
約
書
の
締
結
を
経
て
、
一
一
月
以
降
の
収
穫
後
に
生

産
者
は
保
有
す
る
乾
燥
機
を
用
い
て
水
分
含
量
一
四
・
五
％
以
下

に
籾
米
を
乾
燥
さ
せ
る
。
籾
摺
り
は
行
わ
れ
ず
、
岐
阜
養
鶏
が
提

供
す
る
フ
レ
コ
ン
に
詰
め
ら
れ
て
Ｊ
Ａ
や
他
検
査
機
関
に
出
荷
さ

れ
る
。
検
査
合
格
後
は
基
本
的
に
畜
産
農
家
の
保
管
倉
庫
へ
輸
送

さ
れ
る
が
、
保
管
倉
庫
が
な
い
場
合
や
配
合
飼
料
メ
ー
カ
ー
に
配

合
委
託
す
る
場
合
に
は
岐
阜
養
鶏
が
委
託
す
る
営
業
倉
庫
に
一
時

保
管
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
横
持
運
賃
、
保
管
料
、
入
出
庫
料
、

保
管
倉
庫
か
ら
利
用
者
倉
庫
へ
の
輸
送
運
賃
等
が
加
算
さ
れ
る
た

め
、
直
送
よ
り
も
三
割
高
（
約
一
〇
円
／
㎏
の
加
算
）
と
な
り
、

畜
産
農
家
が
負
担
す
る
。
営
業
倉
庫
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
Ｊ

表6 岐阜養鶏の対象地域における飼料用米取組スキーム表7 岐阜養鶏における畜産経営への飼料用米取引基準

（注）⑴2020年産からの複数年（3年）契約による1年目の数字。実際には2021年産は＋1円、2022年にはさ
らに＋1円となった。
⑵実際には2020年産から3月末の一括払いとなっている。

（出所）岐阜養鶏の資料による。

（出所）岐阜養鶏の資料による。

スキーム 地域スキーム 岐阜養鶏スキーム 全農スキーム

特徴 耕種農家と畜産農家の直
接取引

買取販売業者としての岐
阜養鶏による生産者・実
需者のマッチング

農家・単協・全農県本部
・くみあい飼料等のルー
トで広域販売

販売地域 近隣地域内 県内中心＋県外販売 全国広域販売

商品形態 多様（生籾現地渡し・フ
レコン渡し、籾米、玄米） 籾米 玄米

メリット

・畜産経営の希望する商
品形態での購入が可能

・域内耕畜連携実現
・流通経費の最小化（飼
料価格の低価格化）

・営農支援は単協、販売管
理は岐阜養鶏に任せられ
る

・畜産農家は必要数量をま
とめて入手できる

・域内耕畜連携実現が可能

・区分管理の必要がない
ため、主食用米の転用
が可能
・事務手続き・調整・販
売・代金回収はJAが実
施

デメリット
・事務手続きを農家が行
う

・需給数量のミスマッチ
ングの可能性が大きい

・取扱量の規模拡大によ
り保管倉庫・物流面の
困難がある

・代金回収が遅い
・販売価格は全農・農協
の工賃・手数料差し引
き価格

製品形態 品種指定のない乾燥籾米

荷姿 700㎏フレコンバッグ（不稔除去のためフレコン嵩105㎝以下）

価格と費用負担
専用品種7円／㎏、食用品種8円／㎏に10％の税（1）
農産物検査済み、検査所置き場価格、容器は岐阜養鶏負担
保管費・輸送費は需要者負担

支払条件 翌年3、8月末の2分割支払い（2）

品質基準 ①14．5％以下の乾燥、②ワラ屑等の夾雑物除去、③虫、ネズミの
汚染なし、④残留農薬なし、⑤カビ毒なし

������ 求められる飼料用米政策の一貫性と持続性 生産・流通現場の実態からみた課題

８

求められる飼料用米政策の一貫性と持続性 生産・流通現場の実態からみた課題 ������

９



Ａ
の
Ｃ
Ｅ
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
コ
ン
タ
ミ
防

止
の
た
め
利
用
で
き
ず
、
飼
料
用
米
の
補
助
金
の
継
続
性
に
不
安

が
あ
る
た
め
新
規
の
保
管
倉
庫
の
増
設
に
踏
み
切
れ
な
い
の
が
実

態
で
あ
る
。

3
�
飼
料
用
米
を
め
ぐ
る
現
場
の
葛
藤
―
岐
阜
養
鶏
の
挑
戦

⑴
高
単
収
飼
料
用
米
の
定
着

そ
こ
で
、
以
下
で
は
生
産
現
場
に
お
け
る
飼
料
用
米
を
め
ぐ
る

葛
藤
を
三
つ
の
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、

第
一
に
、
飼
料
用
米
の
低
単
収
は
ど
の
よ
う
な
背
景
で
生
じ
て
い

る
の
か
、
第
二
に
、
飼
料
用
米
専
用
種
が
定
着
し
な
い
の
は
な
ぜ

か
、
第
三
に
、
耕
畜
連
携
と
連
動
す
べ
き
飼
料
用
米
の
地
域
的
需

給
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
と
は
何
か
、
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

第
一
の
問
題
か
ら
み
て
い
こ
う
。
そ
の
た
め
に
、
表
8
で
岐
阜

養
鶏
関
係
地
域
に
お
け
る
飼
料
用
米
の
品
種
別
作
付
面
積
と
単
収

（
籾
米
）
の
推
移
を
示
し
た
。
こ
こ
で
は
一
般
品
種
と
し
て
整
理

さ
れ
て
い
る
�
あ
き
だ
わ
ら
�
や
�
み
つ
ひ
か
り
�
は
食
用
品
種

で
あ
る
が
、
前
者
は
県
レ
ベ
ル
の
産
地
交
付
金
上
の
取
り
扱
い
は

多
収
性
の
「
特
認
品
種
」
�
専
用
品
種
だ
が
、
岐
阜
養
鶏
で
は
一

般
品
種
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
二
〇
一
四
〜
二
〇
一
八
年
ま
で
専

用
品
種
の
作
付
の
中
心
は
モ
ミ
ロ
マ
ン
で
あ
り
、
作
付
面
積
が
最

大
の
二
〇
一
七
年
に
は
多
収
品
種
の
作
付
の
九
五
・
九
％
を
占
め

て
い
た
。
農
水
省
が
こ
の
地
域
に
推
奨
す
る
多
収
品
種
の
う
ち
で

も
最
も
多
収
の
品
種
だ
っ
た
（
二
〇
〇
九
年
の
農
水
省
「
多
収
栽

培
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
粗
玄
米
八
二
三
㎏
／
一
〇
ａ
�
籾
米
一
、

〇
二
九
㎏
／
一
〇
ａ
の
単
収
が
示
さ
れ
て
い
る
）。
た
し
か
に
そ

の
単
収
は
二
〇
一
四
年
に
は
六
六
九
㎏
と
そ
れ
な
り
に
高
か
っ
た

が
、
そ
の
後
は
不
稔
籾
割
合
の
上
昇
に
よ
り
継
続
的
な
低
下
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
二
〇
一
八
年
に
は
五
三
〇
㎏
と
一
般
品
種
の
平
均

五
八
六
㎏
を
も
下
回
る
水
準
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
そ
し
て
、
二

〇
一
九
年
以
降
は
北
陸
一
九
三
号
に
多
収
品
種
の
主
力
の
座
を
譲

り
、
現
在
で
は
全
く
作
付
す
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
他
方
、
北
陸
一

九
三
号
は
急
速
に
モ
ミ
ロ
マ
ン
の
作
付
面
積
の
最
大
レ
ベ
ル
に
到

達
す
る
と
と
も
に
、
モ
ミ
ロ
マ
ン
の
単
収
水
準
を
超
え
て
お
り
、

多
収
品
種
と
し
て
の
役
割
を
あ
る
程
度
果
た
し
つ
つ
あ
る
（
上
述

の
よ
う
に
二
〇
二
二
年
産
の
北
陸
一
九
三
号
は
暫
定
値
だ
が
、
籾

米
七
五
〇
㎏
／
一
〇
ａ
に
達
し
た
模
様
で
あ
る
）。
こ
の
地
域
の

専
用
品
種
の
単
収
の
複
雑
な
動
向
は
こ
の
よ
う
な
専
用
品
種
間
の

地
位
の
交
代
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
一
般
品
種
で
は
多
収
性
の
食
用
品
種
が
採
用
さ
れ
て

は
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、
あ
き
だ
わ
ら
は
単
収
の
不
安
定
性
と
低

位
性
に
難
点
が
あ
り
、
み
つ
ひ
か
り
は
多
収
性
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
も
の
の
、
主
食
用
米
価
格
の
高
さ
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
飼

料
用
米
と
し
て
の
作
付
面
積
確
保
が
困
難
と
な
る
事
情
が
あ
る

（
二
〇
一
九
〜
二
〇
年
の
作
付
減
少
）。

以
上
の
こ
と
か
ら
窺
え
る
の
は
、
気
候
変
動
の
影
響
か
ら
気
象

条
件
の
不
安
定
性
が
増
幅
さ
れ
て
い
る
近
年
の
栽
培
環
境
下
で
、

作
付
経
験
年
数
自
体
が
極
め
て
短
い
飼
料
用
米
に
つ
い
て
は
、
こ

の
地
域
の
栽
培
環
境
に
十
分
に
見
合
っ
た
多
収
性
の
飼
料
用
専
用

品
種
が
必
ず
し
も
見
つ
か
っ
て
は
お
ら
ず
、
定
着
し
て
い
る
と
は

い
え
な
い
品
種
開
発
・
普
及
上
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
多
収
性
品
種
の
適
切
な
種
子
量
確

保
の
問
題
と
し
て
も
出
現
し
て
い
る
と
い
え
る
。

⑵
飼
料
用
米
と
食
用
米
の
間
の
葛
藤

次
に
、
表
9
に
よ
っ
て
、
一
般
（
食
用
）
品
種
が
多
収
品
種
に

よ
っ
て
容
易
に
は
駆
逐
さ
れ
な
い
事
情
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ

う
。
そ
の
際
の
問
題
意
識
は
単
な
る
主
食
用
米
回
帰
期
待
に
よ
る

一
般
品
種
選
好
と
ば
か
り
は
言
い
切
れ
な
い
実
態
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
前
提
と
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
二
〇
一
七
年

は
国
の
関
与
に
よ
る
主
食
用
米
の
生
産
調
整
が
行
わ
れ
た
最
後
の

年
で
飼
料
用
米
の
作
付
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
年
で
あ
り
、
二
〇
一

八
年
は
生
産
調
整
「
中
止
」
の
影
響
に
よ
っ
て
主
食
用
米
へ
の
作

付
転
換
が
お
き
て
、
飼
料
用
米
の
作
付
が
減
少
を
始
め
た
年
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
、
第
一
に
、
二
〇
一
八
年
産
ま
で
専

用
品
種
の
主
力
で
あ
っ
た
モ
ミ
ロ
マ
ン
は
、
①
単
収
が
低
い
上

に
、
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
カ
ロ
リ
ー
�
Ｔ
Ｄ
Ｎ
）・
栄
養
価
（
粗
蛋

白
）、
も
み
殻
混
入
（
粗
繊
維
割
合
の
高
さ
）
な
ど
の
点
で
一
般

（
食
用
）
品
種
を
凌
駕
す
る
水
準
を
実
現
し
て
い
な
か
っ
た
冷
厳

表8 岐阜養鶏関係地域における飼料用米品種の作付と単収（籾米）の推移

（注）1．作付面積の網掛けは専用・一般品種ごとに最も面積が大きい箇所に付けた。
2．単収の欄の太字は専用・一般品種ごとに最も高い箇所とした。確定値ではない2022年産は除いた。
3．2014～15年産のみつひかりにはいくひかり、どんとこいの分が含まれている。

（出所）岐阜養鶏の資料に基づき、一部は筆者算出。

年産 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

作
付
面
積

ha

専
用
品
種

モミロマン 317 444 513 533 245 57 9 1
北陸193号 3 85 271 334 460 523
その他 65 36 33 20 47 100 96 76 57
小計 382 480 546 556 377 428 439 536 581

一
般
品
種

あきだわら 3 11 127 150 105 70 52
みつひかり 5 13 15 18 80 39 23 55 76
その他 37 45 55 63 71 47 59 73 107
小計 42 58 73 92 278 236 187 198 235
合計 424 538 619 648 655 664 626 734 816

10
ａ
あ
た
り
単
収
㎏

専
用
品
種

モミロマン 669 622 599 479 530 551 144 645
北陸193号 657 666 701 626 699 576
その他 523 444 470 555 683 569 398 563 581
小計 645 609 591 482 580 651 567 679 577

一
般
品
種

あきだわら 766 580 593 463 380 557 585
みつひかり 580 623 800 738 581 601 608 607 580
その他 551 591 600 616 580 577 478 566 579
小計 555 598 651 635 586 512 445 574 578
合計 636 608 598 504 583 601 530 651 578

������ 求められる飼料用米政策の一貫性と持続性 生産・流通現場の実態からみた課題
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な
事
実
が
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
濃
厚
飼
料
と
し
て
の
優
位
性

が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

第
二
に
、
二
〇
一
九
年
産
以
降
に
専
用
品
種
の
中
心
と
な
る
北

陸
一
九
三
号
は
全
て
の
指
標
で
モ
ミ
ロ
マ
ン
の
レ
ベ
ル
を
超
え
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
二
〇
一
八
年
産
以
降
に
籾
米
単
収
の
点
で
は

一
般
品
種
に
対
す
る
優
位
性
を
発
揮
し
て
お
り
、Ｔ
Ｄ
Ｎ
単
収（
一

〇
ａ
あ
た
り
の
Ｔ
Ｄ
Ｎ
産
生
量
）
に
お
い
て
も
一
般
品
種
の
水
準

を
凌
駕
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
粗
蛋
白
と
い
う
栄
養
価
の
面
で

は
依
然
と
し
て
一
般
品
種
に
は
届
か
ず
、
籾
米
流
通
に
付
随
す
る

も
み
殻
や
ワ
ラ
な
ど
の
混
入
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

つ
ま
り
、
第
三
に
、
飼
料
用
米
の
多
収
品
種
は
、
一
方
で
地
域

的
な
土
地
条
件
に
相
応
し
い
高
単
収
と
高
栄
養
価
が
実
現
で
き
る

品
種
の
開
発
と
普
及
が
十
分
に
な
さ
れ
て
は
い
な
い
段
階
に
止
ま

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
他
方
で
籾
米
流
通
に
見
合
っ
た
品
質

管
理
技
術
が
十
分
に
確
立
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
こ
の
た
め
に

必
要
な
機
械
・
施
設
の
装
備
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
の
結
果
、
第
四
に
、
飼
料
そ
の
も
の
か
ら
す
れ
ば
、
実
需
者

で
あ
る
畜
産
経
営
に
と
っ
て
は
一
般
品
種
�
主
食
用
米
の
方
が
好

ま
し
い
現
実
が
存
在
す
る
一
方
、
農
地
か
ら
よ
り
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
飼
料
を
獲
得
す
る
上
で
は
（
Ｔ
Ｄ
Ｎ
単
収
）、
専
用
品
種
に

優
越
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
葛
藤
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
国
と
都
道
府
県
の
試
験
研
究
機
関
に
は
、
依
然
と
し
て
地
域

的
条
件
に
見
合
っ
た
高
単
収
で
高
栄
養
価
の
飼
料
用
専
用
品
種
の

開
発
・
普
及
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
試
験
場
に
お
け
る
小
面
積
で
の
栽
培
試
験
結
果
の
優
位
性
が

大
面
積
栽
培
を
前
提
と
す
る
現
場
で
十
分
に
発
揮
さ
れ
え
な
い
現

実
に
向
き
合
っ
た
、
よ
り
緻
密
な
開
発
・
普
及
の
課
題
が
存
在
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑶
地
産
地
消
の
耕
畜
連
携
と
広
域
流
通
の
間
の
葛
藤

岐
阜
県
で
は
二
〇
一
八
年
か
ら
産
地
交
付
金
を
活
用
し
て
飼
料

用
米
等
を
作
付
す
る
水
田
に
堆
肥
を
投
入
す
る
「
堆
肥
還
元
へ
の

取
組
」
を
耕
畜
連
携
と
し
て
位
置
づ
け
、
一
〇
ａ
あ
た
り
五
千
円

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
岐
阜
養
鶏
が
関
係
す
る
養
老

町
（
再
生
協
議
会
）
で
の
み
県
内
産
だ
け
で
な
く
県
外
産
の
堆
肥

に
つ
い
て
も
対
象
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
背

景
に
は
県
外
の
有
力
な
飼
料
用
米
実
需
者
が
存
在
し
て
い
る
と
い

う
現
実
が
あ
る
。

岐
阜
養
鶏
の
飼
料
用
米
の
実
需
者
（
最
終
販
売
先
）
は
二
〇
一

一
年
の
一
三
ヵ
所
か
ら
二
〇
二
二
年
に
は
三
六
ヵ
所
へ
増
加
し
て

い
る
。
現
在
の
販
売
先
は
採
卵
鶏
経
営
二
七
カ
所
、
中
大
雛
経
営

四
ヵ
所
、
肉
用
鶏
二
ヵ
所
、
酪
農
・
種
鶏
用
（
岐
阜
養
鶏
）・
研

究
施
設
そ
れ
ぞ
れ
一
ヵ
所
と
な
っ
て
い
る
。
表
10
に
そ
れ
ら
を
整

理
し
て
示
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
一
四
年
に
は
最
大
の
実
需
者
グ
ル
ー
プ

は
県
外
の
養
鶏
経
営
で
あ
っ
て
、
そ
の
販
売
量
シ
ェ
ア
は
五
八
・

四
％
に
も
達
し
て
い
た
（
上
述
の
産
地
交
付
金
の
交
付
対
象
と
し

表9 主要品種の栄養価等の比較
表10 岐阜養鶏の飼料用米（籾米）の販売先

（注）1．TDN単収は筆者の独自指標であり、籾単収×TDN（％）で示される10ａあたりのTDN産出量。面積
あたりのTDN産出量を品種ごとに比較するものである。
2．粗繊維はもみ殻やワラなどの混入により上昇するため、値が小さいほど評価が高い。その他の指標は
全て値が大きいほど高い評価が与えられる。
3．網掛けは全検体平均値よりも評価が高い部分に付した（粗繊維は値が小さい場合となる）。太字は最
も評価が高い箇所とした。

（出所）岐阜養鶏の資料による。

（注）地域は最終実需者の立地地域で区分した。畜種の酪農等には多様な畜種が含まれる。
（出所）岐阜養鶏の資料による。

年産 品種
籾米単収 TDN（鶏） 粗蛋白 粗繊維 TDN単収
㎏／10ａ ％ ％ ％ ㎏／10ａ

2017

モミロマン 479 75．9 7．0 12．0 364
北陸193号 657 76．6 7．4 11．1 503
あきだわら 580 78．8 7．9 8．3 457
みつひかり 684 78．1 6．9 9．7 576
78検体平均 504 76．9 7．1 10．8 387

2018

モミロマン 530 76．2 7．6 11．4 404
北陸193号 666 76．7 7．9 10．8 511
あきだわら 593 78．5 8．1 8．7 466
みつひかり 581 77．7 7．6 9．7 451
80検体平均 583 76．7 7．7 10．7 447

地域 飼料工場
の関与 畜種

実数 トン 割合 ％

2014 2017 2021 2014 2017 2021

県内

計 884 1，195 1，374 32．8 36．6 28．8

畜産経営
鶏 387 257 306 14．4 7．9 6．4

酪農等 75 34 28 2．8 1．0 0．6

飼料工場 採卵鶏 422 904 1，040 15．7 27．7 21．8

県外

計 1，811 2，071 3，403 67．2 63．4 71．2

畜産経営 鶏 1，573 1，553 1，271 58．4 47．6 26．6

飼料工場 鶏 238 509 2，132 8．8 15．6 44．6

その他（スポット） 全畜種 9 0．3

合計 2，695 3，266 4，777 100 100 100
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て
県
外
の
堆
肥
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
対
応
）。
こ
れ
に
県

内
の
畜
産
経
営
の
一
七
・
二
％
を
加
え
る
と
、
畜
産
経
営
全
体
の

シ
ェ
ア
は
七
五
・
六
％
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か

し
、
二
〇
一
七
年
に
買
取
業
者
に
な
っ
て
か
ら
は
畜
産
経
営
に
直

接
供
給
す
る
よ
り
も
飼
料
工
場
で
の
委
託
加
工
を
経
て
畜
産
経
営

に
供
給
す
る
方
向
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
二
〇
二
一
年
以

降
に
飼
料
用
米
生
産
が
拡
大
す
る
中
で
は
飼
料
工
場
経
由
割
合
は

合
計
で
六
六
・
四
％
に
達
し
、
二
〇
一
四
年
の
二
四
・
五
％
か
ら

大
幅
に
増
大
し
た
。
そ
こ
で
は
と
く
に
二
〇
一
九
年
か
ら
始
ま
っ

た
関
西
の
飼
料
会
社
へ
の
供
給
が
大
き
な
割
合
を
占
め
、
県
外
へ

の
供
給
割
合
は
全
体
の
七
一
・
二
％
に
及
ん
で
い
る
。

岐
阜
養
鶏
は
元
々
県
内
需
要
に
県
内
供
給
で
対
応
す
る
こ
と
を

基
本
方
針
と
し
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
に
県
外
需
要
の
急
拡
大
傾

向
に
県
内
供
給
で
対
応
せ
ざ
る
を
え
な
い
事
態
が
発
生
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
二
〇
二
一
年
か
ら
は
岐
阜
養
鶏
ス
キ
ー
ム
（
籾
米

の
広
域
地
域
内
流
通
）
を
他
県
で
も
展
開
で
き
る
よ
う
に
、
他
県

需
要
を
他
県
供
給
で
対
応
す
る
方
向
を
追
求
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
で
き
れ
ば
岐
阜
県
内
流
通
五
〇
％
以

上
を
目
指
し
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
県
内
の
肉
用
鶏
経
営

に
お
け
る
飼
料
用
米
の
需
要
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
も
考
え

ら
れ
て
い
る
。
先
の
産
地
交
付
金
に
よ
る
耕
畜
連
携
の
内
実
を
強

化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

Ⅲ
�
飼
料
用
米
を
め
ぐ
る
農
政
課
題
に
よ
せ
て

以
上
の
現
場
実
態
の
検
討
を
踏
ま
え
、
飼
料
用
米
の
農
政
課
題

に
つ
い
て
簡
単
に
箇
条
書
き
に
ま
と
め
て
結
び
に
し
た
い
。

第
一
は
、
飼
料
用
米
専
用
品
種
の
開
発
・
普
及
は
ま
だ
ま
だ
緒

に
つ
い
た
ば
か
り
だ
と
い
う
点
を
冷
静
に
認
識
し
、
各
地
の
自
然

条
件
に
見
合
い
、
主
食
用
米
を
確
実
に
凌
駕
す
る
超
多
収
（
玄
米

一
ト
ン
取
り
の
安
定
的
な
実
現
）・
高
栄
養
価
品
種
の
開
発
・
普

及
に
本
格
的
に
着
手
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
飼
料
用
米
の
生
産
・
流
通
を
軸
と
し
た
耕
畜
連
携
を

実
現
す
る
上
で
は
、
一
方
で
籾
米
流
通
の
意
義
を
再
確
認
し
、
そ

の
た
め
の
施
設
整
備
と
担
い
手
（
耕
種
経
営
・
流
通
業
者
・
飼
料

工
場
・
畜
産
経
営
）
の
あ
り
方
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
他
方
で
は
そ
れ
ら
の
担
い
手
の
賦
存
状
況
に
合
わ
せ
て
、
地

域
か
ら
県
内
・
隣
接
県
に
至
る
同
心
円
状
の
耕
畜
連
携
・
地
域
的

循
環
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
第
三
に
、
こ
れ
ら
を
担
保
す
る
上
で
の
大
前
提
と
な

る
の
は
飼
料
用
米
の
本
作
化
を
実
現
し
、
み
ど
り
戦
略
に
見
合
う

二
〇
五
〇
年
を
一
つ
の
着
地
点
と
す
る
飼
料
用
米
政
策
の
持
続
性

と
安
定
性
の
確
保
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
岐
阜
養
鶏
の
鈴
木
真
也
担
当
に
特
段

の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
注
）

（
1
）
財
政
制
度
等
審
議
会「
令
和
二
年
度
予
算
の
編
成
等
に
関
す
る
建
議
」

二
〇
一
九
年
一
一
月
二
五
日
、
は
水
田
の
畑
地
化
を
通
じ
た
高
収
益
作

物
の
生
産
奨
励
を
要
求
し
て
お
り
、
飼
料
用
米
に
つ
い
て
は
否
定
的
な

見
解
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
令
和
四
年
度
の
建
議
に
至
る
ま
で

同
様
の
見
解
が
踏
襲
さ
れ
、
農
政
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
こ
の
点
も
含
め
て
、
谷
口
信
和
「
袋
小
路
に
迷
い
込
ん
だ
食
用
米

需
給
問
題‐

米
関
係
予
算
は
ど
う
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
」『
農

村
と
都
市
を
む
す
ぶ
』
二
〇
二
一
年
五
月
号
、
二
七
〜
四
〇
ペ
ー
ジ
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
以
下
の
飼
料
用
米
・
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
に
関
す
る
政
策
の
推
移
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
八
年
度
〜
令
和
五
年
度
ま
で
の
「
農
林
水
産
予
算

の
概
要
」「
農
林
水
産
予
算
概
算
要
求
の
概
要
」「
補
正
予
算
の
概
要
」

な
ど
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
3
）
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
、
谷
口
信
和
「
み
ど
り
戦
略
の
試
金
石

ア

ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
域
の
食
料
シ
ス
テ
ム
と
は
」『
農
業
協
同
組
合
新

聞
』
二
〇
二
二
年
二
月
二
五
日
号
一
〇
面
で
検
討
し
て
あ
る
。

（
4
）
二
〇
二
一
年
産
の
水
稲
の
一
〇
ａ
当
た
り
単
収
は
全
国
五
三
九
㎏（
一

〇
〇
）
に
対
し
て
、
東
北
五
八
一
㎏
（
一
〇
七
・
八
％
）、
東
海
四
九
三

㎏
（
九
一
・
五
％
）、
愛
知
四
九
六
㎏
（
九
二
・
〇
％
）、
岐
阜
四
七
八

㎏
（
八
八
・
七
％
）
で
あ
り
、
唯
一
東
日
本
で
五
〇
〇
㎏
を
割
る
東
海

の
中
で
も
岐
阜
は
低
く
、
四
国
・
九
州
の
平
均
を
も
下
回
っ
て
い
る
。

（
5
）
二
〇
一
七
年
と
二
〇
二
〇
年
の
顕
著
な
低
単
収
は
前
者
が
養
老
町
を

中
心
と
す
る
西
濃
地
域
に
お
け
る
台
風
の
来
襲
と
い
も
ち
病
の
発
生
、

後
者
は
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
発
生
に
よ
る
虫
害
の
影
響
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

（
6
）
後
藤
孵
卵
場
は
わ
ず
か
四
％
で
し
か
な
い
純
国
産
鶏
を
育
種
し
、
雛

を
供
給
す
る
唯
一
の
民
間
会
社
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
飼
料
用
米
に

よ
る
濃
厚
飼
料
の
自
給
に
は
強
い
関
心
を
有
し
て
い
る
。

（
7
）
岐
阜
県
に
お
け
る
飼
料
用
米
の
取
り
組
み
開
始
の
経
過
お
よ
び
岐
阜

養
鶏
の
二
〇
一
二
年
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
国
立
研
究
開
発
法

人

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
『
飼
料
用
米
の
生
産
・
給

与
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
〈
二
〇
一
六
年
版
〉』
一
九
九
〜
二
〇
五
ペ
ー
ジ
に

詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
農
林
水
産
省
農
産
局
「
飼
料
用
米
を
め
ぐ
る
情
勢
」
な
ど
に
お
い
て

は
籾
米
給
餌
に
関
す
る
留
意
点
の
指
摘
は
あ
る
も
の
の
、
常
温
で
の
流

通
形
態
と
し
て
の
籾
米
の
意
義
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
見
解
が
示
さ
れ

て
は
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
籾
米
は
養
鶏
に
向
い
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
砕
米
に
す
れ
ば
豚
や
牛
に
も
全
く
問
題
な
く
給
餌

で
き
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

（
9
）
二
〇
一
六
年
ま
で
は
三
者
契
約
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
七
年
か
ら
二

者
契
約
に
移
行
し
た
。
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